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研究成果の概要（和文）：　遺跡から出土する炭化鱗茎は、これまで植物学的に科以上の詳細な同定ができてい
なかった。本研究では現生鱗茎植物の外部形態と細胞形態の分類を元に、土器に付着した炭化鱗茎の同定を試み
た。
　この結果、韓国の新石器時代、日本の縄文と弥生時代の炭化鱗茎をキジカクシ科（旧ユリ科）のツルボと同定
した。ツルボは鱗茎の中でも食用にあたり煮沸によるアク抜きが必要な種類であり、調理・加工過程で土器に付
着したことが推定された。本研究によって、はじめて土器内でツルボの鱗茎が確認された。

研究成果の概要（英文）：　Charred bulbs from prehistoric site have been identified at the family 
level. Based on the morphological and anatomical observation of bulbs of extant plants, we tried to 
identify charred bulbs attached to pot sherds. 
　Bulbs on Neolithic pot sherds of Korea and those on Yayoi pot sherds of Japan could be identified 
as Bernardia japonica (Asparagiaceae). Bulbs of Bernardia japonica should be boiled to remove 
bitterness before serving as food, and the charred bulbs seem to have been attached to the pot 
sherds while processing them. This is the first record of processing of Bernardia japonica bulbs in 
prehistoric pots.

研究分野：植物考古学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 遺跡から出土する植物遺体は、当時の植生
や植物利用文化を示す。従って、植物遺体を
正しく同定して、遺跡周辺にどのような植生
があり、人々がそこから何の植物を何の目的
にどのような加工、形成を経て利用してきた
のかを明らかにする植物考古学の研究は、人
間の活動の歴史を明らかにする上で重要な
手法である。縄文時代の植物利用の研究は、
大きく「種実、木材、それ以外」の 3つに分
けられる。種実と木材については古くから多
くの研究者によって解明されてきたが、「そ
の他」の植物利用に含まれる鱗茎（りんけい）
については出土数が少なく、また同定方法が
確立されていないため、その種類についての
研究は断片的であった。 
 鱗茎とは、鱗片が複数重なる構造をもつ球
根である。食用可能な鱗茎には、野生植物で
はノビルやアサツキ、ツルボ、外来植物では
ヒガンバナ、栽培植物ではニンニクやラッキ
ョウなどがある（佐々木 2014、図１）。 

 遺跡から出土する鱗茎には２種類あり、土
器内で調理されて炭化した状態で土器の内
面に密着して出土するもの（土器付着鱗茎）
と、炉などから単独で出土して食料にされた
と推定されるものがあり、両者は異なる種類
と推定されている（佐々木 2014、図２）。 

 土器内面に付着して出土した例は 1970 年
代には福井県鳥浜貝塚などで知られていた
（森川ほか 1979）。神奈川県上ノ入遺跡では

キツネカミソリと報告されたが、その後否定
されており（松谷 2002）、毒性が強くアク抜
きが必要なヒガンバナ属を利用したのかは
未解明なままである。1990 年代頃から現生標
本との細胞構造と比較した検討例が数例あ
るものの（松谷 1989 など）、表皮細胞からは
科以下の同定が困難とされてきた。あるいは
報告されていても類似種との比較検討をせ
ずに同定されており、多くの遺物について科
学的根拠に基づいた再同定が必要である。鱗
茎には、生食も可能なノビルやアサツキなど
のネギ属、強い煮沸が必要だが良質なデンプ
ンを含むツルボ、同じく良質なデンプンを含
むが強い毒性があるヒガンバナ属があり、利
用される種によって文化史的な意味が異な
るからである（中沢 2008）。 
 
２．研究の目的 
 研究目的は下記の２点である。 
 目的１．現生鱗茎標本との比較から、出土
炭化鱗茎の同定方法を開発する。 
 目的２．縄文時代の出土炭化鱗茎を同定す
る。 
 
 本研究は、平成 24 年度までに収集した現
生鱗茎標本や炭化実験結果のデータ、細胞形
態のデータを基盤として、現生鱗茎標本の更
なる充実を図りつつ、出土鱗茎同定のための
現生鱗茎標本データベースを作成する。この
データベースを元にこれまで縄文時代遺跡
から出土した炭化鱗茎の資料調査と詳細な
観察を行い、試料の提供を受けたものについ
て外部形態と細胞形態を観察して属または
種レベルの同定を行う。そして、同定結果を
出土状況ごとや利用されている種ごとに整
理し、縄文時代における鱗茎利用の文化史を
時空間別に明らかにしようというものであ
る。 
 
３．研究の方法 
⑴鱗茎同定方法の開発 
 先の先行研究により収集した鱗茎のリス
ト（約 10 種）を基盤として、植物学研究者
の協力の下、民俗事例研究の諸文献からさら
にリストアップして収集リストの更新を行
う。それに併行して、現生鱗茎標本の収集や
購入を行い、実体顕微鏡下で鱗茎の外部形態
の観察・比較と写真撮影行った後、炭化実験
を行って走査電子顕微鏡を用いて鱗茎の組

図２ 出土炭化鱗茎の種類（佐々木 2014） 

図１ 食用可能な鱗茎の種類（佐々木 2014） 

図３ 研究方法 



織形態の解剖学的な検討・比較を行って、同
定基準を見いだす（図 3）。 
 
⑵縄文時代出土炭化鱗茎の同定 
 全国各地の埋蔵文化財担当者の協力を得
て、既に中沢（2008）によりリストアップさ
れている全国の 40 遺跡から出土した鱗茎の
資料調査を行って、形態等について記録を作
成する。そして可能な限りその試料の提供を
受け、現生鱗茎を活用して鱗茎の種類の同定
を行い、鱗茎利用文化の比較研究を行うとと
もに、その結果を広く公開して国内外の研究
者の研究資料や今後出土した場合の同定基
準資料とする。 
 
４．研究成果 
⑴鱗茎同定方法の開発 
 現生鱗茎は国内および韓国で食用可能な
鱗茎 10 種類を得ることができた。これらの
現生炭化鱗茎と出土鱗茎を比較することに
より、外部形態（横断面）と細胞構造（表皮・
下表皮（葉肉）細胞）が識別に有効なことを
発見した（図４）。この結果、鱗茎の属また
は種レベルの同定方法を開発し、学会および
一般普及書で研究成果を発表した（米田・
佐々木，2012，2013，佐々木 2014）。また土
器を用いて炭化実験を行い、デンプン質を多
く含むツルボの鱗茎のみが出土土器付着鱗
茎と同じように密に付着することを確認し
た（佐々木他 2015、図５）。 

 
⑵縄文時代出土炭化鱗茎の同定 
 目的１で開発した方法を用いて、国内最古
の土器付着鱗茎である縄文時代前期の福井
県鳥浜貝塚、縄文時代中期の山梨県前付遺跡、
弥生時代前期の庄・蔵本遺跡の土器付着鱗茎
の同定を行い、ヒガンバナ科（旧ユリ科）の
ツルボであることを初めて実証した。さらに
韓半島の新石器時代早期の蔚山市細竹遺跡
で土器付着炭化鱗茎の良好な資料を得て、ツ
ルボは韓半島の新石器時代でも利用されて
いることを実証した（佐々木他 2014，2015，
Sasaki et. al.,2016）。 
 
⑶今後の課題 
 土器付着鱗茎は、1遺跡で数点から数 10 点
出土し、また土器の 1破片あたりに鱗茎が数
点から数 100 点付着している。さらに、1 個
の鱗茎は複数枚の鱗片によって構成されて
いるため、分析試料の選定に時間を要し、外

部形態や細胞構造（表皮・下表皮細胞）の観
察と計測を行う充分な時間が取れなかった。
このため、土器付着鱗茎の成果を公表した４
遺跡のほかには数遺跡しか分析が実施でき
ず、単独出土の鱗茎も含めて、鱗茎の種類や
時期的変遷などの時空間的な情報は把握で
きなかった。このため、今後の課題として次
の２点を明らかにする。 
 
課題１ 採取季節と成長度が異なる各種の
鱗茎（現生資料）を採取し、鱗茎の同定方法
を明確にする。 
課題２ 炉などに単独で出土する鱗茎（考古
資料）の種類を明らかにし、土器付着鱗茎と
あわせて縄文・新石器時代の鱗茎利用文化の
起源と伝播、利用技術、時期的変遷を植物考
古学的に解明する。 
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